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ご紹介いただきました，花安 繁郎（はなやす・しげお）と申します。 
本日は，第 5 回代戯館まつりにお招きいただき有り難うございます。 
 
（OHP No.1：Openning） 

現在，私は横浜国立大学安心・ 
安全の科学研究教育センターにお 
いて，全学の大学院生を対象にリ 
スクマネジメントに関する教育に 
携わっております。具体的には， 
災害リスクマネジメントのための 
確率・統計論の講義や，機械設備 
類のリスクアセスメント実施のた 
めの方法論，あるいは最近の流行 
である職場における安全衛生マネ 
ジメントシステムの実施に関する 
演習等を行っております。 
 
 産業安全に関する研究に長く携わってきましたことから，今回の第 5 回代戯館まつりの

主人公である「小田川全之（おだがわ・まさゆき）」については，日本における近代産業安

全運動の草分け的な人物であることは承知いたしておりましたが，沼津代戯館の出身であ

ることは最近まで知りませんでした。この度ご縁がありまして，お話をさせていただく機

会を与えていただきましたことを大変有り難く，代戯館まつり実行委員会をはじめ関係者

の皆様に篤く御礼を申し上げます。 
 
 さて，小田川全之さんと申しましても，先ほど申し上げました通り，日本における近代

産業安全運動の草分け的な人ということくらいしか存じあげておりませんが，ここでは，

小田川全之が生きた時代と，当時の社会・教育的な背景を概括し，彼の業績がその後どの

ように受け継がれて今日に至っているかについて，「近代産業安全の礎（いしずえ）を築い

た人々」と題してお話をさせていただきたいと思います。なお，私は産業安全に関する研

究者ですが，歴史家や作家ではありません。本日お話をさせていただく内容は，あくまで

も私が考え思うことですので，たとえば明治史をご専門とされる方々からはいろいろとご

批判がおありかもしれませんが，それらについてはのちほどご指摘をいただければと思い

ます。 
 
（OHP No.2：明治維新創業期の人々） 

さて，いよいよ本題に入ります。今回の主人公，小田川全之，あるいは昨年の第 4 回代

戯館まつりでの渡瀬寅次郎，はたまた一昨年の第 3 回代戯館まつりでの田邊朔郎を語り，

さらには代戯館そのものを語るとき，明治維新を避けて語ることは出来ません。 
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そもそも明治維新とは何だった 
のでしょうか？これだけでも膨大 
な（江戸研究や明治）研究があり 
ます。それらの研究は研究として， 
ここでは，明治維新とは，江戸時 
代という徳川幕府を中心とした幕 
藩体制の下で日本国が統治されて 
いた時代から，天皇を頂点にした 
統一集権型の国家へと変わる過程 
でなされた行政，司法，軍事，技 
術，教育など広範かつ深い社会改 
革を明治維新と呼ぶこととします。 

重要なことは，維新であって革 
命ではありません。中国では王朝が交代することを易姓革命（えきせいかくめい）と呼び

ましたが，日本では社会体制が変わるときに革命と名がついた変革はありません。古くは

大化の改新もそうです。あえて言えば，平安貴族制度を変えた鎌倉幕府による変革が西洋

流の意味での革命に近いかもしれません。明治維新のキーワードは日本を支配していた武

士階級が，彼ら自身によって国の変革を行った点にあります。 
よく言われるように，倒幕側の人々，西郷さん，大久保ドン，桂小五郎に続いての伊藤

博文（いとう・ひろぶみ）等々と，佐幕側である，ここでは例えば，勝海舟，榎本釜次郎

のちの武揚，沼津兵学校関係では西周助のちの西周（にし・あまね），赤松大三郎こと後の

赤松則良（あかまつ・のりよし）をあげましたが，皆な文政や天保時代の生まれでずいぶ

ん古い人達です。彼らが倒幕側と佐幕組に分かれて一体何を戦ったのでしょうか。それは，

あらたな国づくりの仕組みのあり方であったと思っています。幕藩体制を何とか保ちなが

ら，制度内･体制内改革，強化によって国難を乗り切ろうとした集団，主として上流の武士

階級と，幕藩体制そのものを反古にして，つまりそれまでの制度をいったんリセットして

新たな国づくりをしようとした，主として下級武士階級との戦いであったと考えています。 
結果は，ご存じの通りリセット組の勝ちです。おかげで徳川宗家は 800 万石から 70 万

石の駿河府中（静岡）藩へと封地替えとなりました。しかし，薩長土肥の倒幕四藩だけで

国づくりが旨くなされるはずもなく，多くの旧幕臣も新たな国づくりに参加しています。

幕府側のそれまでの改革努力が無駄でなかったことは，このスライドにもある西周，榎本

武揚（えのもと・たけあき），赤松則良らの幕府オランダ留学生組の明治時代における活躍

が証明しています。西周は，西洋の哲学思想を我が国に導入し，封建的な学問・思想を脱

却して日本の近代思想を理論づけるなど，その業績についてはすでに第 2 回代戯館まつり

で取り上げられています。また赤松則良は明治 9～10 年横須賀造船所所長時代に日本人の

手による最初の軍艦 4 隻を建造し，後に日本の造船工学の父と呼ばれた人です。このよう

に，倒幕･佐幕を含めてここのスライドにある人達によって，明治という全く新しい時代の

国づくり，創業が進められ，その後さらなる近代化へと進んで参ります。 
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明治維新創業期の人々

倒幕側：
西郷隆盛 (文政10:1827～明治10:1877)
大久保利通 (天保1:1830 ～明治11:1878) 
木戸孝允 (天保4:1833 ～明治10:1877)
伊藤博文 (天保12:1841～明治42:1909)

佐幕側：
勝海舟 (文政6:1823 ～明治32:1899)
榎本武揚 (天保7:1836～明治41:1908)
西周 (文政12:1829～明治30:1897)
赤松則良 (天保12:1841～大正9:1920)
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（OHP No.3：明治近代化第一世代） 
しかし，実質的な意味において 

明治近代化を担ったのは，安政か 
ら文久にかけて生まれた次の世代 
です。この世代を「明治近代化第 
一世代」と私は名付けています。 
ある意味では，彼らこそが，今日 
でも未だなお輝き続けている近代 
日本の知性の代表格の人々達です。 
少しみて参りましょう。 

山川健次郎（やまかわ・けんじ 
ろう）：会津藩白虎隊々士。明治， 
大正時代を代表する教育人。東京帝大，京都帝大，九州帝大等の総長を歴任。専門の物理

学分野では長岡半太郎らを育て，後の湯川秀樹，朝永振一郎へとつながります。 
新渡戸稲造（にとべ・いなぞう）：南部藩士新渡戸十次郎の三男。札幌農学校二期生。農

学者，教育者。札幌農学校教授，一高校長，東京帝大教授，東京女子大学初代学長等を歴

任。国際連盟事務局次長を務める。著書には「武士道」ほかがあります。 
内村鑑三（うちむら・かんぞう）：高崎藩士内村宣之の長男。札幌農学校二期生。キリス

ト教思想家。聖書講義を通して矢内原忠雄，南原繁など多くの門下生を育てています。「余

は如何にして基督信徒となりし乎」，「後世への最大遺物」など感銘深い著述が多数ありま

す。かつて学生時代に彼，内村鑑三の学生時代の受講ノートの展示を見たおり，そのあま

りの美しさと見事さに何度も溜め息をついた記憶があります。百年以上も過ぎた今日でも

なお十分に評価に耐えうるノートです。 
広井勇（ひろい・いさみ）：土佐藩士子弟。札幌農学校二期生。卒業後米国ミシシッピー

河護岸工事に従事し，未だにその護岸は使用されています。また，橋梁（プレートガーダ

ー）建設に関する著書が長く米国での大学の教科書として使われていました。学生時代に

其の本をパラパラと読みましたが，なぜ開国後間もない未開国から来た技術者による書籍

が教科書として利用されるのであろうか，米国とは不思議な国だなぁーと思ったことを記

憶しています。それが米国なのでしょう。帰国後は小樽築港を手がけます。岸壁への波の

圧力を計算するための広井公式を提唱するなど，日本の港湾工学の父と呼ばれる業績を残

しています。後に東京帝国大学教授として青山士や八田與一らの門下生を育てています。 
田邊朔郎（たなべ・さくろう）：工部大学校卒業後直ちに京都疎水工事を手がけて完成。

土木工学の父とも呼ばれる人です。その偉業が第 3 回代戯館まつりで顕彰された人物です。 
渡瀬寅次郎（わたせ・とらじろう）：日本の農業近代化に貢献。二十世紀梨の名付け親。

ワシントン DC ポトマック河畔桜苗木移植に尽力。育英黌農業科（現東京農業大学）設立，

沼津興農学園創設など，第 4 回代戯館まつりで顕彰された人物です。札幌農学校一期生。 
小田川全之（おだがわ・まさゆき）：今回の主人公である人物がここで登場します。業績

については後で述べるとして，重要なことは明治近代化第一世代の人だということです。 
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明治近代化第一世代

山川健次郎 (安政1:1854～昭和6:1931)

新渡戸稲造 (文久2:1862～昭和8:1933)

内村鑑三 (文久1:1861～昭和5:1930)

広井勇 (文久2:1862～昭和3:1928)

田辺朔郎 (文久1:1861～昭和18:1943)

渡瀬寅次郎 (安政6:1859～大正15:1926)

小田川全之 (文久1:1861～昭和8:1933)
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（OHP No.4：第一世代の特徴） 
では何故，彼らが今でも語られ 

る伝説化した業績を残すことが出 
来たのでしょうか，またその背景 
には何があったのでしょうか？ 

それについて，重要と考えられ 
るいくつかの特徴点をまとめたの 
が次のスライドです。 
1) まず，彼らが生きた時代は，武 
士が武士でなくなる時代です。明 
治 2 年藩籍奉還，明治 4 年廃藩置 
県，散髪脱刀令，四民平等，明治 
6 年徴兵令，明治 9 年秩禄処分と続き，武士階級が崩壊する過程で育っています。 
2) 第二の特徴は教育改革です。それまでは武士は藩校で習い，町人は寺子屋で読み書きそ

ろばんを勉強していました。しかし，明治 5 年の学制発布により全国に 26,000 の小学校

が開設され藩校と寺子屋の区分は無くなり四民平等の下での能力教育が開始されました。 
3) 同時に，重要と考えられる事柄の一つに，近代化第一世代は幼少期には武士としての躾

け教育がなされていたことです。では武士の躾け教育とはなんでしょうか。その代表的な

ものとしてここでは会津藩での什（じゅう）の掟をあげました。什とは，会津藩における

藩士の子弟を教育するためのグループの単位組織で，日々，什の構成員によって 7 ヶ条か

らなる「什の掟」の訓辞教育がなされたといわれています。 
 
（OHP No.5：什の掟）  
 これらの 7 つの掟は，今日から 
見ると受け入れがたいものもあり 
ますが，今でも，あるいは今だか 
らこそ重要と思われる訓辞も含ま 
れています。たとえば，弱い者を 
いぢめてはなりませぬ，と幼児･ 
年少の時に躾けています。総じて 
「ならぬことはならぬものです」， 
要するに「やってはいけないこと 
をするな」と教えているのです。 

ものごとの教え方には，「何々 
をしなさい」という作為行為を求める教育と，「何々をしてはいけない」といういわゆる不

作為行為を求める教育とがあります。「何々をしなさい」という作為行為を求める内容は分

かり易いのですが，じつは「やってはいけないことをするな」という不作為行為を教える

ことの方が本質的でありかつ難しい場合が多いのです。 
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什（会津藩）の掟

一 年長者の言うことに背いてはなりませぬ
二 年長者にはお辞儀をしなければ
なりませぬ

三 虚言をいふ事はなりませぬ
四 卑怯な振舞いをしてはなりませぬ
五 弱い者をいぢめてはなりませぬ
六 戸外で物を食べてはなりませぬ
七 戸外で婦人と言葉を交えてはなりませぬ

ならぬことはならぬものです
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%80_(%E4%BC%9A%E6%B4%A5%E8%97%A9)
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明治近代化第一世代の特徴

1) 武士が武士でなくなる時代

2) 四民平等の下での能力教育の開始

3) 幼少期には武士としての躾け教育

4) 青年時代の高等教育を外国人によ

る英語教育で受ける

5) キリスト教との出会いが多い
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私の専門は労働安全ですが，労働関係を規定する労働基準法では，様々な事柄に対して

「何々をしてはならない」と不作為行為を規定していますが，働く場での安全の基本法で

ある労働安全衛生法では，多くを「何々をしなさい」の作為行為として規定しています。 
弱い者をいじめることは良くない，男女を差別することは良くない，といわれますが，

何故そのようなことが良くないかを理解するためには，自由，人権，平等，社会正義など

人類が長い時間をかけて少しずつ獲得してきた普遍的価値の重要性を理解することが必要

であり，そのためには個人にとっても長い時間をかけた学習が必要なのです。大切なこと

は「何々をしてはいけない」ことを幼児･少年期に体得させておき，その本質的な意味をそ

の後の学習によって理解させることです。「明治近代化第一世代」はこのような「やっては

いけないことをしてはならない」の体得教育を受けていたことです。 
4) 近代化第一世代の第四の特徴的な事柄として，高等教育を外国人による英語教育で受け

ていたことです。日本の若者を教えた当時の外国人教師の多くは啓蒙思想の影響を受け，

日本を未開国から文明国にするために本当に熱意をもって学問と思想の教育に励みました。

W.S.クラークや H.ダイヤーなど，多くの啓蒙的･個性的な教育者から薫陶を受けました。

このように，幼少年期での武士の躾け教育と青年期における外国人による教育が，間違い

なく彼ら明治近代化第一世代の人格形成に大きな影響を与えたと考えております。 
5) 結果として，当然のことながらキリスト教との出会いがあり，彼らの多くがキリスト教

徒となっています。渡瀬，新渡戸，内村，広井の札幌農学校組は全員クリスチャンであり，

小田川全之もクリスチャンとなっています。 
 
（OHP No.6：正しい人間の規範） 
 話は少し変わりますが，新渡戸 
稲造は明治期までの日本文化論を 
「武士道」として 1900（明治 33） 
年に出版しています。現在でも読 
み継がれている不朽の名作です。 
その内容を語るときに，義，勇， 
仁，礼･・･等で説き起こすことが 
多いのですが，防衛大学校元幹事 
（副校長）であった志方俊之（し 
かた・としゆき）教授から次のよ 
うに説明した方が今日では分かり 
易いのではないかと教えていただいたことをスライドにしております。即ち，正しい人間

であるためには，まず，肉体的にも精神的にも強いことが求められ，次に什の掟と同じく，

弱い者いじめをしないこと，そして，自ら先に刀を抜かないこと，さらに，行為に対して

報酬を求めないことが続き，最後に，その人間がさわやかで華があり存在感のある者であ

ること，を説いています。今，私たちはこのような規範を失い，今日までどうして受け継

ぐことが出来なかったのかを真剣に考えることが必要な時であると思っています。 
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正しい人間であるための規範

1.強いこと

2.弱い者いじめをしないこと

3.自ら先に刀を抜かないこと

4.行為に対して報酬を求めな
いこと

5.華があること
新渡戸稲造：武士道 岩波書店
志方俊之教授 より 2004.3

Bushido: by Inazo Nitobe, 1900.
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(OHP No.7：先駆者#1 小田川全之) 
 さて，今回の主人公小田川全之 
です。代戯館に入学，明治 16 年 
工部大学校土木工学科卒業ですか 
ら，一昨年の第 3 回代戯館まつり 
主人公の田邊朔郎と同期生です。 

卒業後群馬県，東京府の土木工 
事や民間鉄道工事等に従事したの 
ち明治 23 年に古河家に入り，足 
尾銅山での土木工事や鉱毒対策に 
取り組みます。鉱毒対策では最新 
技術の導入を図るとともに，明治 
30 年には農商務省からの第二回鉱毒予防令に対して，180 日間の期限内に排水濾過池･沈

殿池や採鉱堆積場の築造，煙突への脱硫装置の設置等の難工事を成し遂げ，鉱毒の河川流

入や拡散防止対策の中心的役割を担っています。明治 37～40 年には米国に滞在し採鉱・

精錬技術の調査に努め，これら最新技術とともに持ち帰ったのが当時米国で「Safety First」
と呼ばれ広がりをみせていた安全の理念とその実践思想です。明治 44 年には足尾銅山所

長を兼務し，翌年からスライドにある「安全専一」と記したほうろう製の標識を坑内作業

所に掲げ，大正 4 年には安全心得読本を作成し作業員全員に持たせるなど，文字通り事業

場での産業安全の先駆的活動と役割を果たしています。安全専一活動は足尾銅山内に留ま

りましたが，疑いもなく産業安全という普遍的価値実現のための先駆けとなった運動です。 
 小田川全之は同時に，米国滞在 4 年間が古河虎之助の教育係であったように，古河三代

目当主古河虎之助の指南役，相談役であり，また，古河財閥山水会や二代目当主古河潤吉

を記念する事業のために設立された雨潤会での活動の多くに当主古河虎之助とともに名を

つらねるなど，社会活動の面でも大きな役割を果たしています。これらの活動がやがて次

の世代の産業安全活動に引き継がれてゆくことになります。 
 
（OHP No.8：明治近代化第二世代） 
 明治近代化は次の世代に引き継 
がれます。代表的と思われる人々 
をスライドに記しました。明治中 
頃に生まれ大正，昭和前半に活躍 
し，人によっては戦後のかなり後 
までも活躍しています。 
 青山士（あおやま・あきら）は 
東京帝国大学卒業後米国に渡り， 
二十世紀最大の土木工事と呼ばれ 
たパナマ運河工事に従事し，測量 

7

小田川全之
足尾銅山所長

我が国の産業安全の先駆者 #1

足尾銅山で用
いられた標識
「安全専一」

8

近代化第二世代

青山士 (明治11:1878～昭和38:1963)

宮本武之輔 (明治25:1892～昭和16:1941)

八田與一 (明治19:1886～昭和17:1942)

三村起一 (明治20:1887～昭和47:1972)

蒲生俊文 (明治16:1883～昭和41:1966)

伊藤一郎 (明治21:1888～昭和48:1973)
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用ポール持ちから始まり，3 年後には測量技師，6 年後にはガツン運河設計担当に抜擢さ

れるまでの活躍をしたものの，米国国防上の理由から帰国を余儀なくされました。帰国後

は利根川河川改修工事に従事したのち，頻発する洪水対策のために，新潟県信濃川大河津

分水路改修工事を昭和 6 年に成し遂げました。広い見識と高潔な人格により土木の星と呼

ばれた人です。静岡県磐田出身ですので，もしかしたら旧幕臣の子弟かもしれません。 
宮本武之輔（みやもと・たけのすけ）も東京帝国大学卒業の後に青山士の下で信濃川大

河津分水路改修工事に従事した技術者です。幼い頃父親が事業に失敗し貧乏のどん底にあ

るとき，彼の能力を惜しんだ地方の有力者の援助によって大学へ進学することが出来た者

です。その当時は，優秀であるけれども貧乏のために上級学校へ進めない者に対しては，

その地域の有力者が高等教育を受けることを支援する習わしがありました。つまり，人材

育成が村興し，地域興しであったわけです。私の学生時代には，札幌市内には荘内寮を始

め，仙台寮，秋田寮，会津寮，米沢寮，巌鷲寮など藩閥政治から取り残された東北各地の

寮があり，それらの地方の人々の人材育成に掛ける思いと悲願を感ずることがありました。 

 
(OHP No.9：台湾の人が守った銅像） 

八田與一（はった・よいち）も 
東京帝国大学卒業後直ちに台湾に 
赴き，洪水，干ばつ，塩害によっ 
て不毛地帯であった台湾南西部嘉 
南（かなん）地方 15 万ヘクター 
ルを，烏山頭（うざんとう）ダム 
と 16,000km に及ぶ灌漑設備を建 
設し一大穀倉地帯に変えたことに 
よって嘉南大圳（たいしゅう：大 
水路の意）の父と呼ばれている人 
です。日本の敗戦後，中国国民党 
が台湾を統治し日本統治時代を想い起こさせる銅像等がことごとく撤去されたとき，地元

水利組合の人々によって八田與一の銅像は隠され，ようやく昭和 56 年に再びダムサイト

に設置され，現在でもなお地元の人々によって彼の命日には供養が執り行われています。

李登輝元台湾総統が来日したおり，八田與一の故郷である金沢を表敬のために訪れたこと

も知られています。そう言われるとその銅像を見たくなるのが人情でしょう。このスライ

ドが台湾の人々によって守られた銅像とお墓の写真です。ダム工事サイトに座り遠くをじ

ぃーっと見つめ考えている作業着姿の銅像は，よくありがちな威風堂々とした銅像とは異

なり台湾の人々が守ろうとした気持ちがよく伝わってきます。 
あとの三人，三村起一，蒲生俊文，伊藤一郎については後ほど説明いたします。 

 
（OHP No.10：近代化第二世代の特徴） 
 以上のような近代化第二世代の特徴は次の通りです。まず，もう武士がいなくなった時

9

台湾の人々が守ってくれた銅像
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代です。秩禄処分は明治 39 年に 
終了しました。また，人名辞典を 
引いてもこの頃から何々藩の藩士 
誰それの子息という記述がだんだ 
んなくなります。 
 また，教育制度が整備され，四 
民平等の下での能力教育が徹底さ 
れます。いわゆるナンバースクー 
ルを始めとする旧制高校が設立さ 
れ，大学も東京帝国大学に続いて 
京都帝国大学，東北帝国大学，九 
州帝国大学が明治末までには設立 
されています。 
 同時に，幼少期における武士としての躾け教育が消失した時代でした。ハナ，ハト，マ

メ，マス。サイタサイタ桜ガサイタでは，弱い者をいじめることや，卑怯な振る舞いをす

ることが恥であることは教えられません。 
 また，大学を中心とした高等教育は，洋行帰りの日本人によって日本語によるかつ実務

中心の教育がなされるようになりました。このような教育制度の充実と教育内容の変容と

ともに，個性は無く小ぶりで試験成績のよい官僚的優等生が育ってゆくことになります。 
そのような中でも，明治近代化第一世代の強烈な個性に大きな影響を受けた者も続きま

した。先ほどあげた人々は新渡戸稲造，内村鑑三，広井勇らの影響を受けました。青山士

は内村鑑三の門下生であるとともに，広井勇の薫陶のもとに育っています。八田與一や宮

本武之輔も広井勇の大いなる薫陶の下で育った人です。 
 
（OHP No.11：産業安全の先駆者 #2 蒲生俊文） 
 小田川全之によって灯された産 
業安全運動は次の世代に引き継が 
れます。産業安全に関する第二世 
代の代表格の一人が蒲生俊文（が 
もう・としぶみ）です。 

二高，東京帝国大学で学んだの 
ち東京電気（現：東芝）において 
安全活動を開始します。現在毎年 
開催されている安全週間運動が最 
初に開催されたときにシンボルマ 
ーク・緑十字を定めるなど，産業 
安全活動を社会運動へと発展させ 
た中心人物です。大正，昭和戦前，戦後を通じて産業安全活動一筋で生きた人です。 

10

近代化第二世代の特徴

1)もう武士がいなくなった時代

2)四民平等の下での能力教育が徹底

3)幼少期における武士としての躾け
教育が消失した時代

4)高等教育は外国人から日本人へ

5)近代化第一世代の強い個性に大き
な影響を受けた者が続いた

11

我が国の産業安全の先駆者 #2

大正8（1919）年
安全週間に制定蒲生俊文：東京電気（現 東芝）
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（OHP No.12：先駆者 #3 三村起一） 
 東の足尾銅山の小田川全之，東 
京電気の蒲生俊文に対して西で活 
躍したのが住友伸銅所（現：住友 
金属工業）の三村起一（みむら・ 
きいち）です。 
 一高，東京帝国大学のエリート 
コースで学んだのちに住友総本店 
に入社し，住友伸銅所にて安全運 
動を開始します。我が国での最初 
の労働立法である工場法が大正 5 
年に施行されたおりから，工場内 
での安全活動を周囲の無理解と闘いながら率先垂範して展開しています。大正 8 年には米

国へ労務管理研修のために出かけ，帰国後は住友各社の重役を務めたのち，昭和 16 年住

友鉱業（現：住友金属鉱山）社長，同年住友本社理事を歴任します。戦後は経団連理事や

産業災害防止対策審議会会長，あるいは初代中央労働災害防止協会会長など枢要なポスト

を務めています。 

 三村起一と蒲生俊文とが出会ったのは大正 6 年に三村が蒲生の工場を訪れたときとされ

ていますが，その出会いは三村の一高以来の恩師である新渡戸稲造からの紹介，勧めであ

ったといわれています。また小田川全之と蒲生俊文との接触については，大正 6 年に蒲生

俊文が逓信次官内田嘉吉（うちだ・かきち）らとともに「安全第一協会」を設立し安全第

一運動の普及活動を展開したおり，その活動に対する最も好意的な共鳴者の一人が小田川

全之であったといわれています。このように，小田川全之や新渡戸稲造らの明治近代化第

一世代は産業安全分野においても近代化第二世代と密なつながりがあったと考えられます。 
 
（OHP No.13：先駆者 #4 伊藤一郎） 
 もう一人産業安全分野で忘れて 
はならない人物が伊藤一郎（いと 
う・いちろう）です。 

明治 44 年東京高等工業学校卒 
業後に同校助教授，東京工業大学 
講師を経て伊藤染工場の経営に参 
画しています。昭和 14 年同工場 
を東洋紡績に譲渡した折り，その 
売却金 50 万円を国に寄付し産業 
安全研究所と産業安全博物館の設 
立を願い出た人物です。 

蒲生，三村とともに戦後も産業安全運動の推進者として広範な活躍をした人です。 

13

伊藤一郎による
産業安全研究所
設立寄付願

産業産業安全の先駆者安全の先駆者 #4#4

 

13

我が国の産業安全の先駆者 #3

三村 起一

住友伸銅所
→住友本社理事
→初代中災防会長

『災害なき生産こそ
真の生産だ。
安全生産こそ工場
生産の基本だ。』

1917（大正6）年
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（OHP No.14：産業安全研究所） 
 伊藤一郎の寄付金を基に，さら 
に多くの企業からの寄付金によっ 
て昭和 17 年に設立されたのが産 
業安全研究所です。 

現在は東京都清瀬市に独立行政 
法人労働安全衛生総合研究所産業 
安全研究所として，産業安全のた 
めの広範な研究活動を展開してい 
ます。ご多分にもれず近年の行政 
改革の流れのなかで統合，合併の 
嵐の渦中にあります。 
 
（OHP No.15：横国大安全工学科） 
 大学レベルでの安全教育と安全 
工学研究の充実については，産業 
界からは三村起一らの強い建議に 
よって，また学界からは北川徹三 
（きたがわ・てつぞう）教授らの 
尽力により昭和 42 年に設立され 
たのが横浜国立大学工学部安全工 
学科です。大学も組織改革が進み， 
現在は学部では工学部物質工学科 
環境エネルギー安全工学大講座， 
大学院では，環境情報学府環境リ 
スクマネジメント専攻セイフティ 
マネジメントコースにおいて研究 
教育活動が展開されています。 
 
（OHP No.16：安心･安全センター） 
 さらに関根和喜（せきね・かづ 
よし：センター長）教授らの尽力 
により平成 16 年に設立されたのが 
安心･安全の科学研究教育センター 
です。同センターにおいて文科系 
と理科系を融合した広範な安全科 
学およびリスクマネジメントに関 
する研究と教育が行われています。 

16

横浜国立大学安心・安全の科学
研究教育センター
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（OHP No.17：むすび） 
 いよいよまとめです。まとめの 

最初は「昨日があって今日があり， 

今日があって明日がある。」です。 

現在，私は横浜国立大学安心･ 

安全の科学研究教育センターにお 

りますが，同センターが平成 16 
年に突然設立された訳ではなく， 

産業安全の先駆者である小田川全 

之以来の人々によって受け継がれ 

てきた安全という普遍的な価値に 

対する思いと志がつながることに 

よって設置されたと考えています。 

同時に，それは明日につながることを意味します。これまでの多くの人々の産業安全に対

する志や思いとその成果を明日につなげ発展させてゆくことが今の私たちの役割です。 

 沼津も突然出現した訳ではなく，代戯館を通じて世界に羽ばたいていった人々や，この

地で生まれ育ち地元の発展に尽くされた人々によって成り立っているはずです。代戯館ま

つりの意義は，昨日から今日へ，そして明日へつなげ沼津を発展させることにあります。 

 また，地元のことは地元の方々が一番良く知っています。いつの時代もそうでしょうが，

歴史はそのときの統治の中央で記述されます。従って，ともすれば中央政府の都合で地方

が無視されることが起こります。このような不都合を正すためにも，地元から情報を発信

することが重要です。最近はインターネットの発達により地元からの情報発信がより多様

にできるようになりました。ここで大切なことはその正確性です。洪水のように情報が溢

れる中で，正確性，信頼性こそが命です。代戯館まつり実行委員会の皆様がまとめられた

資料と情報は正確･信頼性が高く，安心してアクセスできる内容となっています。皆様のご

努力に敬意を表したいと思います。 

また，このような事業が実行委 

員会として地元の多くの方々によ 

って運営されることは，今後の沼 

津市発展のための大きな原動力に 

なると思っております。皆様の向 

後のご活躍を願っております。 

 

（OHP No.18：Ending） 
 最後に今一度，お招きいただき， 

またご静聴いただきました皆様に 

篤く感謝を申し上げます。 

 大変ありがとうございました。 

18

ご静聴有り難う
ございました !

17

昨日があって今日があり，
今日があって明日がある。

地元のことは地元が
一番よく知っている。

地元からの正確な情報発信に
努めよう。

むすび




